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日本遠隔医療学会学術大会　Ｂ演題　投稿申込書

1． 投稿申込
	投稿種別
	研究報告　　･　　事例報告

	投稿日
	年　　月　　日

	責任著者名
	

	責任著者所属(組織・部署・役職)
	

	責任著者連絡先（メールアドレス）
	

	責任著者連絡先（電話番号）
	

	会員資格の有無
	有　　・　　　無

	共著者（名前、所属
	
	投稿資格の有・無

	
	
	投稿資格の有・無

	
	
	投稿資格の有・無

	
	
	投稿資格の有・無

	
	
	投稿資格の有・無

	
	
	投稿資格の有・無

	
	
	投稿資格の有・無

	
	
	投稿資格の有・無



2． 抄録・事例報告投稿規定
(1)  投稿資格
1 当学会正会員もしくは学生会員で、掲載年度および掲載年度の会費を納入済み
2 当学会が寄稿を特別に依頼し、掲載料免除を承認した著者および共著者（掲載料金免除）
3 当学会に属しない著者および共著者で規定料金を支払ったもの
1. 1人8,000円、学生会員4,000円、掲載料金は著者に共著者分を含め合算請求する。
2. 指定期日までに支払われない場合は、掲載を取り消す場合がある。
(2)  投稿種類
1 研究報告：研究計画や成果に基づく報告で、目的・方法・結果・考察などの構造で記す。
2 事例報告：日常の医療行為、医事、運営、技術的事項から見出した、事例を報告する。
(3)  投稿にあたっての倫理
1 著者および共著者は後述の課題に配慮し責任を負う。（他学術誌掲載稿と著しく類似、虚偽・事実歪曲・利益誘導など公平性･公共性･学術性を損なう内容等、 個人の人権・プライバシーを損なう内容）
2 臨床研究ではヘルシンキ宣言、厚生労働省・文部科学省の臨床研究に関する各種倫理指針に準拠し、倫理委員会等による研究計画承認を必要に応じて受け，承認されたことを明記する。
3 事例報告では対象者（患者等）のプライバシーを十分に留意し、保護する。
(4)  利益相反（Conflict Of Interest）の開示
1 当該投稿が関わるCOI状態について，所定用紙で申告しなければならない。
2 申告事項の存在は問題ではない。申告事項が存在する場合に開示しないことは問題である。
3 本申告は学術大会事務局等による審査を行わない。記録を残すことが目的である。
(5)  掲載の採否
事務局にて採否を判断して、学会HP等に事前に公開する
(6)  投稿期限　および　投稿方法
大会ホームページに指定　（URL:http://jtta2019.umin.jp/）
(7)  著作権
1 採録決定された原稿の著作権は，本学会に帰属する。
2 日本遠隔医療学会の学術雑誌に再録することがある。
3 本書式の確認欄で、著作権移管を確認する必要がある。


　B演題原稿作成に関するチェックリスト　
	確認事項
	回答欄

	遠隔医療に直結もしくは関連した研究、事例報告である。
	はい、いいえ

	論文の投稿に関する下記のような不正行為をしていない。
	はい、いいえ

	
	図や表の捏造，改竄，および他者の論文などの剽窃をしていない。 
	はい、いいえ

	
	虚偽あるいは過誤を有するデータの意図的な投稿ではない。
	はい、いいえ

	
	著者自身のものではないデータの投稿ではない。
	はい、いいえ

	
	研究に参加、関与しない共著者の掲載は無い。
	はい、いいえ

	臨床研究に関する投稿である。
	はい、いいえ、該当無

	






	ヘルシンキ宣言（ヒトを対象とする医学研究の倫理的原則，1964年6月世界医師会総会）を基礎として厚生労働省・文部科学省の臨床研究に関する倫理指針，疫学研究に関する倫理指針に準拠している。
	はい、いいえ、該当無

	
	被験者からのインフォームドコンセントおよび施設内倫理委員会による研究計画の承認を必要に応じて受け，承認されたことを原稿中に明記した。　（承認番号等）
	はい、いいえ、該当無

	
	後ろ向き研究、患者向けアンケートによる研究も、上記倫理指針の適用対象となることを理解して、前述の倫理指針を遵守していますか？
	はい、いいえ、該当無

	症例報告である。
	はい、いいえ

	
	関係者の人格権を尊重し，報告する内容の説明を行い同意を得ている。
	はい、いいえ、該当無

	演題投稿申込書に必要事項を全て明記して提出しました。
	はい、いいえ

	


	学術雑誌投稿申込書を誤って使用していない。（大会ホームページから書式をダウンロードした。）
	はい、いいえ

	
	責任著者および全著者が投稿資格を満たしている。
	はい、いいえ

	
	利益相反（COI）状態について、申告した。　
	はい、いいえ

	
	著作権に関する確認欄に必要事項を記載した。
	はい、いいえ

	
	利益相反状態があることは悪いことではないと理解している。
	はい、いいえ

	
	利益相反状態があるにも関わらず隠すことが不正行為だと理解している。
	はい、いいえ

	B演題投稿書式を用いて原稿作成しましたか？
	はい、いいえ

	




	学術雑誌投稿書式を誤って使用していない。（大会ホームページから書式をダウンロードした）
	はい、いいえ

	
	書式の指示に従って原稿を作成した。
	はい、いいえ

	
	書式にある項立て（はじめに、方法、結果、考察、まとめ）に沿って原稿を作成した。
	はい、いいえ

	
	利益相反（COI）の状況を記載した。
	はい、いいえ

	
	タイトルは適切である。　研究内容を明確に表している。
	はい、いいえ

	
	英文タイトルは適切であり、ネイティブチェックを受けた。
	はい、いいえ


　　　　　　　　　　回答欄：（はい、いいえ、該当無）からひとつだけ選んでください。





著作権・利益相反状況申告フォーム
論文題名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
責任著者氏名		：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
所属			：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
連絡先（電子メール）	：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
申告日　　　　　　　　　：2019年＿＿年＿＿日

1． 著作権について関する確認欄
本申込書で投稿した上記論文の「日本遠隔医療学会雑誌」掲載にあたり、掲載された原稿の内容について、版権は学会に帰属することの著者の同意が必要です。
1 版権移管に同意する。					（　　　）
2 投稿号以外の本学会出版物への転載に同意する		（　　　）
承諾される場合は（　）内に”○”を記入してください。

2． 自己申告による利益相反報告
(1) 著者全員について、投稿前から遡って1年以内の関係する企業・団体とのCOI状態を報告して下さい。
(2) 報告すべきCOI状態があることは悪いことではありません。報告すべきCOI状態を報告しないことが問題です。
(3) 本申告は、COI審査を目的としていません。投稿時のCOI状態の記録を目的とします。
(4) ご自分の所属機関以外からのCOI項目を申告してください。所属機関の給与、研究費は申告対象ではありません。
(5) ご本人だけでなく、家族についても申告して下さい。
	
	該当
	該当著者・家族
	該当企業・団体

	報酬額（１企業、団体から年間100万円以上）
	有・無
	
	

	株式の利益（１企業から年間100万円以上、もしくは当該株式5％以内）
	有・無
	
	

	特許使用料（１企業から年間100万円以上）
	有・無
	
	

	講演料（１企業・団体から年間合計50万円以上）
	有・無
	
	

	原稿料（１企業・団体から年間合計50万円以上）
	有・無
	
	

	研究助成金（１企業、団体から年間100万円以上）
	有・無
	
	

	奨学寄付金（１企業、団体から年間100万円以上）
	有・無
	
	

	企業等が提供する寄付講座
	有・無
	
	

	旅費・贈答品などの受領（１企業、団体から年間5万円以上）
	有・無
	
	



[image: ]


発表時は以上の例のようなCOI開示のスライドをご提示ください。
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演題（日本語）ここに記入してください
サブタイトル（日本語）
Title (English)
Sub Title （English）

著者名
Author Name

著者所属
Organization

キーワード： 5個以内
Key Words (max 5)

本文は800字以内で記入してください。図表は入れないでください。
※以下の構成を参考にしてください。
１）研究報告
＜目的＞
＜方法＞
＜結果＞
＜考察＞
＜利益相反＞

２）事例報告
＜対象種別＞
＜対象者情報＞
＜財源（研究補助金、基金等、自主事業）＞
＜事象／報告要点＞
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